

































































A Practical Report on Teaching a “Human Relations” Course 
in Child Care and Education: A Model Introduction 










































































































































































































































































































































































































































































































































   （第６場面）
  ４歳児になったりょうが君は，園にもなじみのび
のびとふるまえるようにはなっていた。しかし特
定の子どもとしか仲良くできず，子どもたちが集
団で遊んでいる中には入ることができなかった（あ
るいは，入ろうとしなかった）。保育者は何とかし
て，他児の集団との接点を作り，集団で行動した
り遊んだりしていけることをねらって働きかける
が，りょうが君はなかなかそのようには動こうと
しない。さらに園での集団行動の一つであるお昼
ご飯の時間に「食べない宣言」をして，その時間
中机には着くもののお弁当を食べようとも，お茶
を飲もうともしなかった。
りょうが君は，個人として充実した園生活を送れるよ
うにはなっていたものの，集団で行動することを拒否し
ているかのようにふるまっていたところから，保育者の
働きかけや様々なきっかけを通じて集団での行動，遊び
に向かっていった経過であることを伝えた上で，視聴さ
せた。約20分の経過でもあり，上述したプロセスを大づ
かみで把握することをねらったため，個々の事実と推測
について記録させた後，さらにグループで，「全体として
何が起こっているのか」を話し合わせた。その後に授業
全体のまとめとして，「みる・きく・感じる・記録する・
共有する」モデルの意義と，あらためて保育行為にはね
らいがあることを確認する講義を行った。
リアクションペーパーからは，保育における保育者の
役割（とその重要性，意義，社会的役割等）について言
及するものや，共有するという協働学習の体験について
「視点が広がった」，また将来保育者として働く上では「同
僚と話し合うこと」が大切だとする感想が見られた。「他
の人が気づいてないことに，自分が気づいていると嬉し
かった」とするものもいた。他の受講生と記録を見せ合
うこと，および繰り返し視聴することで，みえなかった
こと，聞こえなかったこと，感じなかったことに自覚的
になるようにするという筆者のねらいに関しては，「気づ
けなかったことに気づくことができた」，「自分一人では
見切れないので，複数の視点で見ることが大切だ」，「意
見交換が必要」といった感想が見られた。「みる・きく・
感じる・記録する・共有する」モデルに基づくこの記録
するワークに関して，「記録とはただあったことを書くわ
けではない（から，とても難しい）」，「記録することで起
こった事実を深く考える」，また「記録を通して（行動
の）原因や理由を考えていくこと」だとする感想も寄せ
られた。
なお，６場面を７度視聴させたこのワークのうち，欠
席して１場面しか参加しなかった学生が２名いた。最終
的には他の受講者とは，大きくパフォーマンスの質，量
ともに違っていた。
Ⅳ　考　　察
１．笠原ら（2016）の追試として
受講生のパフォーマンスや毎回のリアクションペー
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パーの内容を通して，適宜細かな修正は加えていったも
のの，笠原ら（2016）が提案した「みる・きく・感じ
る・共有する」モデルは，子どもの人間関係において何
が起こっているのかを理解し，把握するモデルとして非
常に有効なものであると考えられた。導入初期に比べて，
受講生のパフォーマンスは各段によくなったと考えられ
る。毎回の授業ごとの手ごたえ，リアクションペーパー
から読み取ったものからは，彼らが保育者として必要と
される観察力を，次第に身に付けていくプロセスに立ち
会ったように実感された。
また，彼らが将来的に保育者となっていくにあたって，
この授業を通してのみならず，日常的に子どもの言動や
他者の言動を観察する上でこのフレームワークを鍛えて
いこうとする声も多々聞かれた。かなうことであれば，
実習を経験した後でさらにこのような記録の機会を設け
て，彼らのパフォーマンスがどのように変化するものな
のかを確かめたいものである（もちろん，現場に実践家
として就いた後にも）。
２．自らの記録の不完全さに気づくことに関して
協働学習として他の受講生と記録を見せ合うこと，何
が起こったのか話し合うことで自分以外の視点や見方が
あることに気づくこと，そして２度３度と同じ場面を視
聴して，みえていなかったこと，きこえていなかったこ
と，感じていなかったことに気づくことは，それに伴う
質的な変化について正確には確かめることはできなかっ
た。しかしほとんどの受講生が，同じ現象や言動が，他
の受講生とは互いに違って見える・聞こえる・感じられ
る・記録できることを，実感をもって体験したように思
えた。
授業の中では，受講生に対して煽るように「誰にも必
ず盲点がある」こと，「他者の記録になるほどと思った
ら，真似しよう」と伝えることにもなったが，彼らがこ
れから反省的実践家を目指していく中で，記録をするこ
とで身に付く力があることを実感してもらいたいもので
ある。
とはいえ，この点に関しても，教科担当者としてある
種の手ごたえを感じることができた。その手ごたえを手
掛かりとして，次回の実践へと備えたいと考えている。
それと同時に，ここでの質的変化を検討するに足りるデー
タの収集法について，考えていきたいものである。
付　　記
記録に関する本稿での私の考え方に，これまでお会い
してきたクライアントとの間で，常に「今，ここで何が
起こっているのか」をモニターしようとする体験と，そ
れをできる限り記録してきた私の経験，及び若い同僚た
ちに対して行ってきたスーパービジョンの経験（常に，
そこでは何が起こっていたのかを問い続ける。もちろん，
それは何故か？もであるが）の経験とが大きく影響して
いることは間違いがない。これらのことは，個人的には
あらゆる心理臨床家に共通する体験と経験をもとにして
いるものと考えてはいるが，意見を異にする方もあるか
もしれない。もしかしたら，精神分析的精神療法家の経
験という大変に「偏った」視点から発想した「偏った」
考えかもしれないことはお断りしておきたい。
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